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６．３．論文等（平成 20 年度） 
 
 平成 20 年度に気象研究所の職員が発表した論文等について、気象研究所年報（平成 20 年度）に多数の

記載漏れがあったので、本節に再掲載する。 
各著作物の情報は、整理番号、著者、刊行年、論文タイトル、掲載誌、掲載巻、頁の順に掲載している。

また、整理番号の後ろに「*」を付した著作物は、査読付き論文であることを示している。 
 
青木重樹 1* 山崎明, 青木重樹, 吉田康宏, 小林昭夫, 勝間田明男, 阿部正雄, 森脇健, 大河原斉揚, 

長田芳一, 松岡英俊, 吉田知央, 関谷博, 親納孝嘉, 平松秀行, 2008: 海底地震計

を用いた 2004 年紀伊半島南東沖の地震の余震観測, 気象研究所研究報告, 59, 
65-82. 

 2 吉田康宏, 青木重樹, 迫田浩司, 2008: 1.4 近地地震波形解析による震源過程, 気象庁
技術報告, 131, 18-22. 
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 2* Hirose, K., Y. lgarashi and M. Aoyama, 2008: Analysis of the 50-year records of 
the atmospheric deposition of long-lived radionuclides in Japan, Applied 
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Japan, Journal of Environmental Monitoring, 10, 837-841. 
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 2 山中吾郎, 石崎廣, 2009: 入射角を考慮した海洋短波吸収スキームの開発‐大気海

洋結合モデルへの導入‐, 平成20年度全国季節予報技術検討会資料（気象研究所）, 
19-27. 

石原幸司 1* 石原幸司, 仲江川敏之, 2008: 全国 51 地点におけるノンパラメトリック手法を用い

た確率降水量の算出, 水文・水資源学会誌, 21(6), 459-463. 

- 180 -- 181 - - 181 -



6. 成果発表                                    6.3. 論文等（平成 20 年度） 
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石原正仁 1 石原正仁, 2009: 竜巻とダウンバースト, 理大フォーラム, 296. 
猪上華子 1 楠研一, 猪上華子, 2008: 突風を探知する, RRR, 65, 8-11. 
 2* 竹見哲也, 猪上華子, 楠研一, 加藤亘, 鈴木博人, 今井俊昭, 別所康太郎, 中里真久, 

星野俊介, 益子渉, 林修吾, 福原隆彰, 柴田徹, 2008: メソ気象擾乱に伴う地上近
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文集, 20, 25-30. 
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microphysical structures of orographic snow clouds?, 15th International 
Conference on Clouds and Precipitation Extented abstract, 6.5. 
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